
虐待を受けた子どもの
エンパワーメントとしての暴力

これまで西澤哲氏がこのシリーズを担当され、「精神文

化の危機」というテーマで 10年もの長期間にわたって連

載を続けてこられたことに、改めて敬意を表したしヽ。私は

これまでAPCA通信が届くと、まず先に西澤氏の書かれ

たものを読むことにしていた。そんな読者の一人としても、

この連載が終了したことは寂しい。折しも、事務局から西

澤氏の交替としてこのシリーズの連載を頼まれた。とて

もそんな大役 |よ引き受けられないと消極的だつたが、少し

でも虐待防止に貢献できるのであればと思い直し、依頼

を承諾することにした。

私自身は長年家庭裁判所の調査官として実務をしてい

たこともあつて、虐待そのものに目を向けるだけではなく、

虐待に近接する領域、あるしヽ |よ 虐待から影響を受けて起

きてしまう事象についてのテーマを取り上げていこうと

思う。例えば、虐待を受けた子どもが暴力や性的な逸脱と

いつた非行に発展してしまうメカニズム、虐待の子どもの

成長の遅れや歪 (いびつ)さとしヽつた発達との関連、さらに、

虐待が生じる家族関係や夫婦関係のあり方、あるいは現

代の子育て全般、といつた問題を取り上げようと思う。従

って、このシリーズのテーマを『虐待とその周辺領域』と

させてしヽただしヽた。

その第 1回 目として、今回は虐待を受けた子どものエン

パワーメントとしての暴力について取り上げてみたい。

一般的に、人 |よ 暴力を振るわれるとパワーが奪い去ら

ねるものである。それ |よ大人も子どもも同じである。とに

かく何もやる気がしなかつたり、力がわしヽてこなしヽ。「これ

じゃいけなしヽ」とは思いつつも、それを遂行するパワーが

ない。このような現象はDVの被害者にも、暴力を受けた

犯罪被害者にも当てはまる。彼引よ暴力を受けた後、少し

でも前向きなアクシ∃ンを起こして事態を乗り切らねばと

頭ではわかつておりながら、体がいつこうに動かず気持ち

がわき起こらない。いわゆる “パワーの枯渇状態
"と

なっ

てしまう。虐待を受けてきた子どももまさにそれと同じ状

態に陥りやすい。親からたたかれるなどの身体的虐待を

受けた子ども |よ パワーの蓄積があまりにも乏しい。それ

ゆえ根気がすぐに途切れて無気力となつたり、「僕なんて

どうでもしヽしヽ」と自暴自棄になつたりもする。
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本来、子どもはどこからパワーを手に入れるかというと、

親からしつかり見守られ、ほめられたり、愛しまれたりする

なかから生まれる。これは自然なパワーの備蓄である。も

う少し年齢が大きくなると、親以外からもパワーの獲得方

法を学ぶ。例えば、人よりも成績がよかつたり、サッカーが

できたりすることで、仲 FB5から「かっこいい 1」 などと評価

され、うらやましがられる。これなどは理想的なパワーの

入手方法である。

しかし、現実にはそんなにうまくパワーが手に入るとも

限らない。特に、虐待を受けた子どもにとつては、今を生

き延びるためにはたとえ借り物であつてもパワーがまず

ほししヽ。そこで、手つ取り早くパワーを手に入れようとする

方法として、暴力を振るうわけである。暴力を振るうこと

によつて、相手がこちらを恐がり、場合によつて |よこちらの

言うことに従わせることができるからである。もちろんこ

れ |よ本物のパワーではないが、周囲の反応しヽかんで |よ 自

分がパワーをもつたような錯覚に陥つてしまう。

ここに、虐待を受けた子どもが暴力を振るしヽやすしヽメカ

ニズムが読み取れる。つまり、エンノミワーメントの手段とし

て暴力を使用してしまうのである。虐待を受けてパワーが

枯渇してしヽる状態を生き延びる手段としての暴力と言い換

えてもいしヽかもしれない。この虐待とエンノ(ワーメントとし

ての暴力の関係 |よ子どもに限らず、大人にも当て |ままる。

例えば、子ども時代に虐待を受けてきた人が配偶者に暴力

を振るうDVなど|よ、パートナーとしての本来 |よあるべきパ

ワーが発揮できないがために、暴力でしか相手を服従させ

られない。また、親としての本来あるべきパワーが持てず、

わが子に暴力を振るうことでしか自分のパワーを確認でき

ない。DVの加害者に虐待を受けた経験が多いというデー

タや虐待の世代 FB5連鎖が簡単には断ち切れないと言われ

るのも、このようなことが背景の一つには存在する。逆に言

えば、虐待という行為は人からそれだけパワーを奪い去つ

てしまうのであり、援助者として|よそのことを十分にわかつ

ていなくてはなるまい。暴力をよくないこととして止めさ

せることも必要であるが、その暴力の背景にある虐待との

メカニズムを理解し、もしパワーを欲するゆえの行為であ

るなら、暴力でないパワーの身につけ方を考えるべきである。
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